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さで士¥どん主;:&1二元気なのjフ¥これ1]'‘ら毎月こ

の支警鐘でお知らせしだいとこ長患います。

どfvt.主;ご簿い襲撃を容があっとも、士協i或のcp(きさをさ

さとさと凝らしたいのそのえさめにごんな支援グ必楽

なのtfと、ずっと考え続けてきをさをしだ汐、やっとこ

笑芸撃に移す時ガ来哀しZ三。

“重い襲撃滋があっても生さをさ長さ

これってな方、主主力、ξ変"之さちぎるくの万<DlttJげ

があればやり滋げられと、令長義じ空会主主亡し1ま

ここに三芝え主主会ガ手話って、グJ'-'-::J~料 品 tJ主主毛主。

倹みやびそうな虫食主主だね 昭 という長誌になって

ほしい。これガfbだちの豪語いで夜。(0 ) 

おこ生きょう ー

i;争当注
目古脱会綴総緩 み掃海

訴事弁限引洋樹r

長年のご苦労のゆから、間設やご ; 

J家主裏、殺員、ボランティアのを奇ふらで、ぷ

:いろいろ遺言え、穣み警察ねて次たことが、;

ミこのようは会にき堅ったのだと思い支TQ

ぉ王手衡のも、持費害者ち、そして鎗常

t者も薬事しく明るい主主らしができるよう ) 

i尖iこ努力会レピゆきましょう o .{ 

然裂のない、そして末永い活設と、

ご発獲をこころよりお綴りします。
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ぐ干お?白主義務を体験して・‘〉

・ザンヴァリエの治治は、いつも妻美Lみにしています。一違憲に吟っくり過ごし たり

食事ミをすること七、メンパーの人たち会とても身近にJ後七ていますっ

こ才L虫、らも治治安・ 1ること 1士、皆さんと災い関係会っくつでいきたいと忽います。

高養護読ま江(講義主義〉

-逮jがまメンバーにとって初めての惨殺で Lfこが、織委設にとって院も初ぬマどのことで

不安だらけのスタートでした。文芸芝な場商も~いですが色々心人?とちの助けをかり

で、毎回よ獲しく過;ごしています。ぜひ、遂に来て〈ださいね。

資 〈準装員〕



• 

こ二日さ豆、し、まマ才一=，

勢 b

ーコカミとりごご/¥.._壬量言 3ぅtシもー
¥‘J 

j

J

J

 

今後の予定&捕らせE

2連泊か ーフホームヲ7事業が、 主
ー ら3濫白にな町オT .，t'=.，→ 

イ/、アルバイトを募集ctLますごTj

*6月28日(水)第1回総会を開きますa
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顧問

薄井芳夫(日吉地区社会福祉協議会会長)
田辺和男(下田町自治会会長)

若木信子(サンヴァリエ日吉自治会会長)

門脇 知子(港北区ボランティア連合会会長)

岩崎 千恵(下回地区民生委員協議会総務)
酒井 喜和(横浜共生会理事長)
日浦美智江(社会福祉法人訪問の家専務理事〕

1千Z主主弘北区下事2二::LZ内 lL 

11 4 暗望者を支える会行i
l 地咳で空三き心酔百ロ ー」

し一一一一一一ーーーー

*;高jjJJZii主
族皆で楽しめるとJ思います。

詳しいことは、後日お知らせします。

「ぷ芸三屈を支える会」は、重い障
害をもっ障害者とその家族が、埠頗の中でいきい

きと生きるごとをテーマに学習・研究会を重ねて

きました
そして:ちょうど l時的、重い障害をもっ

人も安心して暮していける場として、グループホd
ームの設立を考えるようになりましたα 月1回の
ベースでグループホームのごとを中心に学習会を

続けています。
4月以降の活動は-
5月1日学習会 NPOについて他

29日学習会利用規定について他
6月9白グループホームメンバ一決疋

12日学習会生活保護について
19日学奮起量 新しい旬並芝について

￥苦F媛壬主主r妄三主l~圭雲雪雪旦力壬=主ξEミ喜書事E多長

; ど出山んな杭に佳酌重
1人の個人として、

親や家族の条件とはillJに、
地域の中で生き生きと

安定した生活をー

そのためにグルプホムを作りたい。
そのために医療のパックアップカ激しい@

そのために今の制度を新しくしたい@
そのためにたくさんの人と出会いたい。

そのためにどうしたらいいのだろう@一務に
考えて、どんなごとでも少しでも主体的に関わ

ーっていただける方、会員として参加してみませ
んか。
会の趣旨に賛同し、資金面で援助してくださ

る方、重盟金星としてご協力ください。
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サンヴアリ工の生活
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2.000円
10.日00円(1口)渓

2.日00円(1口)※、
10.000円(1口)渓

※何口でも
一緒にやりませんか

年会費・個人

団体

年会費・個人
団体

員

賛助会員
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三r>:

平成12年 6月23日現在〕

{団体〉

タワー株式会社 港北区肢体不自由児者父母の会

(有)大原マネジメント研究所

(敬称略・順不同

』

福田次郎ヨl


